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学 習 指 導 要 領 に お け る 語 彙 の 取 扱 い に つ い て の 考 察
―新学習指導要領を中心として
川 又 正 之
は じめに
川丈のこれまで の 研 究 用 l又 1996､ 1997､ 2008､ 2009 他 ) に お い て
は､Ll本の中学校 ､ 高 等 学 校 の 英 語 教 育 を 中 心 に ､ 文 部 科 学 省 検 定 済 教 料
語の役'Ff,IJ､ .iJ.itiと イ デ オ ロ ギ ー の 観 点 等 か ら 射 軸 的 な 分 析 を fJ-･い ､ F.",J題 点
の指摘と改 ltr,;-へ の fLl･言 を 行 っ た O
本稿では ､ 2O()Lq (､軌 に20 ) 隼 3 日 に 告 示 さ れ た 新 し い 中 学 校 J､告 151指 導
要領 (20 12 中 空 か ら iW IT-'来 施 ) と ､ 2009 (､ド 成 2 1) 隼 3 月 に -;I,L･示 さ れ た
;.:I-1.I;十 .･'l･r.;:I-I.;-'LJi .i- リl,･i:;;汁 -.:Ji:-膏 :'J:l!.i.･ J U L･. :I:中 ∴ ､.~ ､ I:…■
代の学 習 指 導 要 領 の .i己述 を 踏 ま え な が ら ､ 語 嚢 の 取 扱 い に つ い て 考 察 を 試
みるO
な お ､ 新 学 習 指 導 要 領 の ｢文 法 ｣ の 取 扱 い の F,'t.j越 点 に つ い て は ､ 川 又
(20 11) で 取 り [･.げ て い るの で ､ そ ち ら を 参 照 さ れ た い L, ま た ､ 新 学 習
指 導 要 領 に 妃 ら れ る英 語 帝 Lti1I-:義 の イ デ オ ロ ギ ー の ItT.】題 等 に つ い て は ､ 別
途 ､ 稿 を 起 こ し た い と 考 え て い る(,
以 卜､ 第 1節 で は 学 習 指 導 要 領 の 歴 Ll川 lJな 変 遷 を ､ 第 2節 で は そ の 門 景
に あ る理 念 を ､ そ れ ぞ れ 概 観 す る0 第 3節 で は 緋 ,?I,習 指 導 要 領 の 改 .汀 の 要
点 を 示 し ､ 第 二l節 以 降 で ､ ｢語 吏 J の 取 扱 い を 中 心 と し て 考 察 を 試 みるo
l書 ■マ l習 打 点 賛 辞 LT;雷 ;寧 ･､
学 習 指 導 要 領 は ､ 文 部 科 学 省 よ り 発 行 さ れ て い る教 fJ-一謀 柑 0))が tf:;を 示 す
文 .lFで あ るO 第 2次 ttlLN 大 戦 以 降 か ら 現 在 ま で の 学 習 指 導 要 am (炎 ,潜 ､ 外
回 語 机 ) の 発 行 ､ 改 .汀 ､ 告 示 の 年 度 は 以 下 の 通 り で あ るL,
19･17 川 1'i和 22) 隼 ｢学 習 指 導 要 領 ･ 失 語 如 く試 案 )｣ 発 行
1952 (llJiitI27) 隼 ｢LfT,学 校 ･ 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 ･ 外 国 語 科 姫 .i.ti編
(試 零 )_｣ 発 行
1955 (昭 和 ~弓O) 咋 ｢lt..';^lrJ･IL学 校 学 習 指 導 要 領 ･ 外 L.那 .lff斗編 ｣ 発 f~jL
lol
195き弓(LI17絹J33)l-I｢中学校学習指導要領｣改訂･･てIi･,Jミ
.196()(昭和35)
1969(tIlil卜1.1)
1970(LIlii.Il･15)
1977(昭和52)
197と弓(ut])和53)
1989(平成元)
1998PI~F-成1_0)
1999(平成11)
2008(平成20)
2()09(平成21)
隼 ｢lL:,';等学校学習指導要領｣改I汀･･TtJ'-示
隼 ｢中学校学習指導要領_.j改.汀･告示
隼 ｢高等学校学習指導要領｣改暮汀･告示
隼 ｢中学校学習指導要領J改t汀･告示
隼 rlt:,Jj等学校学習指導要領｣改一汀･告示
隼 ｢~中学校.-I:.i^.門･':校学習指導要領｣改訂･告示
隼 rlL:1-等学校学習指導要領｣改,汀･告示
隼 ｢■申′芋校学習指導要臥｣改.汀･告示
隼 圧Ij等'芋校学習指導要領J改訂･告示
19･17(昭和22)隼版と1952川畑127)隼版については､｢試案｣とい
うf眉ELI壬づけであったが､1955(LJl紬130)隼版からは ｢試案｣の文字が消
え､l～)5H川召粧i:i)隼版1降は､情報による rてl,-･示｣となって法的拘束
jJを持つようになったL,
なお ｢外LI拍i耳ト｣については,1960(昭和35)隼版の高等学校学習指
導要領でOiif:=r:分が ｢必修Jとされ､196ニi(昭和3さ与)1日隻から1972(昭
i-tト17)年度までの9隼r緋こわたって実施されたが､そ才1以外は､LlJ芋､It.,I;
校とも ｢選択｣教科の扱いであったL,
その後､時を経て1998(平成1())隼版の中学校学習指導要領､および
1099(1'･成11)隼版の高等学十･,1'i当l>1指導要領において必修化され ｢焼tu
姓語履修｣がIT･高ともにilJちIJ.されているOこの流れは､2()08(､Ti-lJk
20)隼版の中学校学習指導要領､および2009(､1旬に21ト隼版の高等学校
学習指導要領にも受け継がれているOまた､新たに小学校の5､6年次に
おいても ｢外l~iJ,i.li活動一L(2011(､li一成2:うト隼度よE/)'夫施)が導入されるこ
とになった｡
l封妾に､今回の新版では､中学､lf:,J;校のいずれにおいても､外国語科を
含む終教fl･と道徳の旧姓が川J,示されたことも付.:j'己しておきたいL,
2,rゝ;･'l習指3.r7要領の理念と制圧 rコミュニケ･-ション能力｣の
育成と !外国語科｣の必修化の流れ
本節では､今回の新版にも受け継が才lている大きな学習指導要領の札念
"'1.日･J､l十J.lL.~Jこ.1一版.=}:ト:､‥
10iTl
(1)｢コミュニケーション能J山 のfi一成
新学習指導要領のl托封こも比られる ｢コミュニケーション｣という札語
が指導要領に桟場したのは､1989(li･成元)i目板の1暮TJli':校 ･高等学校学
習指導要領からである｡
1989(平EJEJt)l:･の中学校版では､丈t1_･文法■ltli'O)学年配当fJltカミ廃
l卜され､持業時数も週3時lぎL,lから､週ニト Ll時間と弾JJ化されたO高校版で
は､｢オーラル･コミュニケーションA上｢オーラJL･コミュニケーション
I3上｢オーラJt,･コミュニケーションe｣が科Hとして新設され､いずれか
ひとつを機liするものとしたo
(l巨円板)
｢第1 E川ilf
外国語をPf鳩ギし､外Ll描.iで大場する基礎的な能Jを養い､外国語で梢極
的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てるとともに､言語や文
化に対する関心を深め､Llミ1際Pl蛸押)基礎を拾うO｣
(高校版)
｢第1款 H標
外国語を坪解し､外し恥.lfで長現する能JJを養い､外l札語で積極的にコ
ミュニケ-ションを図ろうとする態度をffてるとともに､言語や文化に対
する関心を高め､国際理解を深めるL,_｣
Jt藍本的には歴代の指導要領の記述を踏襲したIFJJ行となっているが､中
学､IL:,i校とも､｢コミュニケ-ションJという川.iA.tiが新たに登場 してい
るOこれは､このItlIil･_iIの1977 (昭和52)If:-の中学校版および_川78 (昭
和53)隼の高等学f斜板では､単に ｢外t~i拍車を判用字し､外Il柑iで長糊する
()封掛′flJな)能J.A(カッコI畑ま中学校版)となっていたものであるOま
た ｢梢極l糊こコミュニケーションを阿ろうとする態度を育てる｣と､コ
ミュニケ-ションと結びつける形で､｢態度｣の育FJEが外川.;Itf科のIほ禁に
組み込まれたのも､この版が初めてである｡
これにF牡日蓮して､以 卜の.-;己述がIflJ芋版の ｢まえがきHー=貼られるL,(高
校版の Fま えがき｣もほぼ同じIiJ'葎となっている｡)
｢今Lt"･Iの改訂は､社会の変化にHら対応できる心豊かな人間の形成をH
loo
指 して い るO 外 圧】語 科 につ いて は､ [二_ti]際 化 の 進 展 に 対 応 し､ LEミ】際 社 会 の 1日
に′卜き るた め に必 要 な 素 養 を 養 う とい う観点 か ら､ 牛封こコ ミュ ニ ケー シ ョ
ン能 JJの 育 成 や 国 際 坪 解 の 基礎 を増 う こ とをね らい と して fJLI-つた も0)で あ
る｡｣
｢llil際 化上 ｢拘 際 社 会｣､｢川 際 理 解 ｣ と い った 川 詔 の 他 用 か ら も､ 社 会 的
な変 化 を学 習 指 導 要領 改 暮汀0)大き な 理 Hlと して い る こ とが 托て とれ るO な
お､ ｢国 際 判摘勘 と t-1う川 語 は ､ 1977 (rIl畑 152) 隼 ｢【中学 校 学 習 指 導 要
訂 ･告 示版 で ｢目標 J か ら ･度 汀jえ た U)が ､ fkL漬 した も の で あ るo Lか
隼改 訂 ･告 示版 (高 校 ) か ら再 び 性 わ れ な くな り､ 今回 の 改 ,;.-1~で も､ Ll亘,I;
いず れ の版 にお いて も仙 川 され な い ま ま とな って い る｡
1～)8t) (､nJモ元) 隼 版 で 高 等 学 校 に お い て 新 設 さ れ た ｢オ ー ラ JL,･コ
.ミュニ ケ- シ ョ ンA｣､｢オ ー ラ ル ･コ ミュ ニ ケー シ ョ ンB上 ｢オ ー ラ JL,･
ミュニ ケー シ ョ ン I工 ｢オ ー ラ )L･コ ミ ュニ ケー シ ョ ン llJ とな り､ 今(=Ⅰ
のlL:;f斜板の f:lfJ芋習 指 導 要 領で は ､ 大 幅 に拡 充 され て ｢コ ミュニ ケー シ ョン
堆.芸,Li1.日運上 ｢コ ミュ ニ ケー シ ョ ン 英語 1上 ｢コ ミュ ニ ケー シ ョ ン 某.i.till｣､
｢.晶 iO)仙 川場 面 と働 き｣ につ いて は､ lt)～)H (､I'-･成 10) 隼伽 (小 芋校 )
および 1999 (､ド成 11) 隼版 (高 校 ) で 欄場 し､ 今t=lU)Lll･高 の 新rJ学習 指
導要領にそ の ま ま受 け継 が れ て い るLl
(2)r外 t郎 た科｣ の 必 修 化
け-.ト ･:亘 -it･ r卜i.トノ.li'lJ:i.I,. -..:i:..'.･ri､ ●●､､ I.:-i､.早 喜､.fl.:L;I' .
けとして ｢外 LTil語 科 ｣が 必 修 教 科 とな り､ 偵 tuと して 失語 を履 修 す る もの
におい て も､ lTl様 に 外 国 .離村 が 必 修 教 科 とな り､ 姫 .潜を 履 修 す る 場 合 に
は､｢オ ー ラ ル ･コ ミュニ ケー シ ョン ]｣ か r某語 IJ の うちか ら l科 Ilを
選んで必 履 修 f:I･Iltす る､ と され た o LI)J芋校 にお いて 外 IIiJ.i,L測 ･751必 修 と さ
れたのはこ0)Ll,摘 ミ初 め て ､ 高 等 学 校 で は ､ 1t)63 (ETIifI138) 隼 か ら =)72
川lif'H17) 叶 まで ､ 外 l舶 臣)ili･位 が 必 修 とされ て 以 来の こ とで あ るIl
こ0)rJ捌 封 じー｣ に 旧 連 して､ 『中 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説』 (1!･)t)8 (平成
1())隼版) a) ｢lIlJ芋校 外国 語 科 改 訂 の 趣 旨｣ には､ 以 卜U).;-L!述 が しいT)れ るL,
107
交換ができるような基礎的 ･美践的なコミュニケーション能Jを身につけ
ることがどの′卜徒にも必要になってきているとの認識に立って､l巨芋校の
外Itiは測･を必修とすることとするOそ0)際､堆語がItミl際的に広くコミュニ
ケーションのr-段として他われているノ来態などを踏まえ､･XiI.;liを履修させ
ることを原則とするO｣(pl:).2-3)
高等学校の外L鵬.tff昭二ついても､Ir7J様の趣旨でilf必修化さ才lている(,さ
らに､以 卜のように続くO
｢必修としての英語については､実践的コミュニケーション能JJの)銅是
を養う観点から､言語の実際の使用場面を考慮した指導の充実を図ること
によiE).生徒の英語に対する興味や問JL､を高め､基礎的 ･基本的な内容の
定着が ･層図られるようにした｡｣(p.3)
改訂の根底にあるのが､｢コミュニケーション能力｣0)育成とr司じよう
に､rLliI際化-矢語｣､r英語-コミュニケーションの道具｣という考え方で
ム ∴二‥J,..L.).I,･ 二･:(こ. ､l工.l;.:l!に :I:lH;t.1'F,読 :十 り■､[:∴1',:.:I･:i
本丸』の蘭戒のための戦略構想｣(5う等とも共通するものである｡また､鑑
があったことが述べられている｡
今回のl.:';校版U)緋･1;I:習指導要領では､これまでの ｢オ-ラル･コミュ
ニケーション 巨 と ｢某詔 I｣との選択履修制を改めて､｢コミュニケー
ション失語 l｣をすべてのFf:.徒が履修する科llとして指定しているL,ま
た､持業は ｢某語で行うことを基本とする｣とされたO実際に某語を 口吏
える｣能JJをfJ'1にする方針は､近年の改.汀flfに強く打ち=さ才lるようにな
i)､そのjj針に沼った制度の改編がti･われてきていることがわかるL,
以 卜､本節では歴Ll!的な観点から ｢コミュニケーション能J｣の育FJEと
｢外tIJ語科｣の必修化を概観したO次節では､翫学習指導要領の改訂の要
点について取り_1二げる｡
I.i 葺音字菖指導要領Lr!.1改訂の要点
新しい17lJ学校学習指導要領の改.汀の要点をまとめると､以卜のようにな
るL,
I()8
(1)持業時数が従来の ｢週､I'lたiJ:iLI邪('】｣から､r週､LITたt)Lll7Jj=F糊｣に
増加となった｡,
(2)指導する語放散が､巨)O()語Ftl:度まで｣から ｢レ1.200語Ff!_度｣と
なったLl
(.'i)｢~l托lbi.｣において､r読むこと､古くこと｣が加えられ､ ｢美柑'IflJ
能]).JになったL,
(I-1.)これまで関係代Yl詞等について､｢潮 解o)段階にとどめること｣
とあった､いわゆる ｢はどめ舶定Jについては廃r卜となったi,
(5)言語活動のこけ射た0)削岩導)･'iTi日については､現在の･11'卓日が51-iriLI
となった｡
(6)文法については､｢コミュニケーションを支えるもの｣であるこ
とがtlF1-,i-1･され､ri-:;語活動と効IR-t軸こ関連付けて指導することL,｣
とされた｡
(1)柁業時数については､1977(昭和52)隼版で週当たり3時問に制
しかしながら､19t.)8 (､ド成10)隼版では､必修教科化と引き換えの形
で､fliJ.ti:､週､('lたり3LI､描Jに扉されるL,今回､tJl;I:1･.にわたi)過.llJ､柑橘ミ
粟現することになったo
(2)については､次節で詳しく論じることにする(､
(こi)現行版では rlriJくこと､.i:I-T.･すことなど0)コミュニケーション能Jの
基礎を養う._jとなっている0)に対し､師板では､r読むこと､.li;くこと.｣
がさらに加えられているOこれは､小学校において 卜外Ltil.iL.ti活動｣が導入
され､汀声巾持)指導が､小学校段階で ･定Fl!):HJ-･われることを前堤にし
て0)ものであると述べられているOまた､r一美践的コミュニケーション能
J｣については､｢コミュニケ-ション能川まそうした美践什を､■'J禁に伴
うものであることを踏まえ､今[=Iはi勘こ『コミュニケーション徳))』とし
たO｣(2OO8 (1'-･成20)隼3H;lJI-示f17i『中学校学習指導要領解.説 外国語
編』p.7)と述べられている｡
(･1)学習指導要領は ｢最低基準｣と位置づけられたため､学校や′I･'.徒の
実態に応じて指導要領の範囲を超えて教えることも､公に認められるよう
になったO
(5).描iip,キ動の指導-()fTfiについて､たとえば rfiHくこと｣では､概要や
1(.)t)
要点をF用きl頼る､｢証すこと｣では､与えられたテーマについて僧仲･な ス
ピーチをする､など､追加や再編成がなさjlたLl
(6)については､現行版の ｢用語や川法のL*.)ltJなどU)指導がIllJL､となら
ないようにする｣といったこれまでU).iL己述に､さらに耕しいl'irilJとして付
け加えられたものである｡
新しい高等学校学習指導要領のLh汀U)要点については､lリ､卜のようにま
とめられるL,
(1)科tf構成を変更し､｢コミュニケーション英語)封楚 (標準iif立
数2)｣､｢コミュニケーション英語 t(標準単位数3)上 ｢コミュニ
ケ-ション某詔】I(標準i神埼k･1)｣､｢コミュニケーション某語11
(標準Etif;Lr二数▲1)上 r某語長J二u1(標準E_ir-17-.数2)｣､｢英語表現It(標準
ilr._(;.[二数Ll)∴ ｢某詔会話 (標準中位数2)｣の7科IIとした(,
(2)｢コミュニケーション某語t｣については､すべての'[:.Jf,上に履帽
させる科Elとした｡
(:i)指導する語吏数を1.80(消音としたL,
(･1)文法については､中学版と同様に ｢コミュニケーションを支え
るものJであることが明示され､あわせて ｢言.出.キ動と効火L'IJ
に関連付けて指導することLl｣とされたし,また､すべての■Jll'iyiを
｢コミュニケーション失語l_｣で扱うもU)としたL,
(5)柁業は札語で行うことを斌本とする､上された｡､
. :､一)､､､∴工 i-:.≡､･･ l{'1 '.､:::.､･･･:.日.' :I,Ll巨∴∴:､
｢オーラル ･コミュニケーション l(標準i神川!(2十｣､｢オーラル ･コミュ
ニケーションIl(標準'ti‖;!二数.1トト｢~LXt.;I.tiI(標準ii.位数31｣､｢英語 1(標準
単位数･.1)｣､｢リーデ ィング (標準i'･†立数･1)｣､｢ライティング (標準iil;[二数
･畑 となっているのを)(帖に変更したものであるt,
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図1 高等学校外国語科の科目構成
蘇簿辛牧外国騒料の科目
篭城凄 鷺.遜
･､.㌔如*5aiぎ蛋Aメi夢～
A
姿
:､ゞ､ 茅だ替iぎh汝4P.㌔♂ り三二ノ去.,
;械ミ痔挺ギ漂
毒済.:~≡三者楽き激磨.I-
(2)については､Jこuf;･l恥では ｢寸-ラル･コミュニケーション_I(標準
i_if;I:数2)｣か ｢某語 l(標準ilI叶TlI数ニi)ーl0)どちらかを履修､となっている
のを変更したものであるL,
(3)については､次節で詳しくIが)L･.げる｡
り)については､1:ilfif肘では､r言語材料O-)'JI折や説町=まli,J､附にとど
め､粟際の場面でどのように使われるかを理解し､尖際に清川すること重
視すること｡｣となっているが､こ才1にさらに新しく付け加えられたもの
のを適l`LJ'_JHいてJh守)せるL,｣となっているのを､仝■jtJ-ti必修に変Lb-したも
のであるO:新しい ｢コミュニケーション英語1_｣0)持業および検定済教科
t昭二おいては､指導要領に示されているすべての文法■j叫沌 網羅すること
が求められるLl
(5)については､′ト徒が英語に触れる機会を増やし､持業を吏際のコ
ミュニケーションU)場tlT-とするため､としているo
I,i.:~-･F-･'El:指事茸積:i-i;け･孟語:;･の扱い
本節では､これまでの学習指導要領における語嚢の扱いを､(1)l卜芋
校､(2)高等学校､(:3)両方の総.汁という3通i)に分けて示す｡
温農温
(1)中学校
これまでの学習指導要領において､取扱いが規定された語放散について
は､以 卜のようになる｡
表1 中学校学習指導要領において取扱いが規定された語嚢数
よこ.､<棚さV:き:?ま:発.≡ミ1-/洋it-= -
1958(昭和33)隼=示 1,100-､1,30() 班り長上銅こ520語が指定
1969(昭和4車年告示 950- 1,-00 潤り美l｣に5-3語が
1977(昭和52)年告示版 goo-､1,050 ｢男J来工に190語が指定
1989(平成ノ亡)隼告示 i -,00()暑 与川0 用J去2｣に507語が指定98 10年 潤 夫11 10
1977(昭和52)隼告示版までは､学年ごとに取扱うべき語吏数が示さ
れていたが､1980 (､I'-･J)に元)隼告示版以降は､3学年分をまとめて示すよ
うになった｡,小芋校においては､取扱うべき語嚢数全体についてはおおむ
ね1.0()0語LlTi後で推移してきているL,2008 (平成20)午;li示版では､週
Tfたり:lFl馴りの柁業時数が確保されることになったため､1.200.i.1捕り隻と
ナ■i卜の増)Hを托ている.｢手引こ指定された語｣については､500語前後で
推移してきたが､1998 (平成10)年告示版で100語となり､200日 (､7i･
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(2)高等学校
これまでの学習指導要領において､取扱いが規定された語吏数について
は､lリ､トのようになるO
表2 高等学校学習指導要領 に おいて取扱いが規定された語受敬
-
川60(昭和3封 隼 英語A l.500 i,5()0-請,GOO告示版 英語B 3,GOO
川70川榊L115)午 英語 A l◆20() - 1.500 1,2()0-3,GOO告示版 英語 臼 2,一oo .- 3,600
1～汀臼(昭f‖5封咋告示版 発 語 Ⅰ ~40鉛 - 50岱英 n 6 0 ､ 7 0廿 r3 -loo - 丁oo 1､10(一一､一､や00
l輔o(十戒元)咋告示版 英 語 Ⅰ 500≠リ ー デ ィ ン グ 900 I,goo
lり0り(ヤ成1-)咋告示版 英 語 1 100 一,韓OO英 語 廿 500 (文二科省は一､300と
リ ー デ ィ ン グ 000 いう.見解)
2(I(川(平 成 2-)隼告 示 版 コ ミ ュ ニ ケ ー ション英語1 100廿 7()= () 1.800
lt)60 (L昭 和 3irl)隼 告 ′1-版とlt)7(川It'if-1=5)隼告示版の｢英語Å｣は､おも
に就 職 を 希 望 す る ′卜徒0)ためU)科Il､r某.iLlfB.jはおもに進学を希望する牛徒
た め の 科 巨‥1と 位 関川すられているO,訳放牧U)紘.汁を比ると､1～)6O(昭和35)
隼 告 示 版 と 197O(ltJil-廿15)隼告示I板o)卜限カ甘 (i()0liLfiであったU)に対し､そ
れ 1､即 勘 ま､1.BOO-1,別)O詔拙 kLで推移しているのがわかるL,なお､19～)i)(､li･
Jに11)叶告示版における詔放牧について､文科裾ま1､ボ()()語ではなく､lJ30O
語 という比解を示しているL,_この点については､次項で詳しく取 り 卜げる｡
(3)lJl'tiL:校と応等学校で槻うべき新語数の総.汁
'Jtu)r長1神 学校)｣と r長2(高等学校十｣に′Jこされた扱うべき裾離散
a)紘.汁をまとめると以 卜のようになるL,
表3 中学校と高等学校で扱うべき新語数の総計
- S
申1058∴高1～帖0年 1,10()-.一､300 1,500J,-3.GOO 2,GOO-､3,000
一十日)(川+高1～けい咋 050- -,日)O I,20()-3,GOO 2,-50- 4†70()
小1077..高川7H咋 0(10-＼.一､050 1,-loo- 1.goo 2,30()- 2,0う0
申.高1+0削)咋 一､000 1､900 2,goo
申l与川ホ+高lt川0 i)00 1,8OOL文科竹は.30()という.見解)2,7(川 (宣科省は20(ーという兄願う
11_3
卜隈を 見ると､最 も阜かったのが ｢l11969/高1970年｣告示版の
今回の改訂において､.言lLi東については､文部相芋省 (以上文科省)は､
…J.;･､ .~-:'よ Iy:I_三 一'･:小:. .∫･了.‥･7こ,iI.∴ .i:r .､工,､
(L坤 恒7) ｢コミ｣は､｢コミュニケー ション某語｣の略O)
図2 語嚢数について
｢コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 堆 .i.tfI｣ で :lO()語 ､ rコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 lI｣
で700語 ､｢コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 .;-lflI]｣ で 7OO語 の 計 1.800語 で 問 題 は
ないと思われ るが ､ f与H j･の 版 に つ い ては ､ な ぜ か ｢英 語 11(500語 )｣ を
｢リーディン グ (9 0 0 語 )｣ に 合 ま れ る も の と して示 してお り､ 高 校 3年 FHJ
で学習する新 語 数 を ､ r英 語 1 (1 0 O 語 ) .｣ + ｢リ ー デ ィ ン グ (那 )O語 )｣ で
計1.300語 と 見 積 っ て いるO
こU)点 に つ いて ､ 現 行 の 学 習 指 導 要 領 を 比 ると ､ 以 卜 の よ う に 規 定 さ 才1
ている｡
･ ｢ 乱 打 i rI J
｢詔 は ､ 『 失 語 l 』 の 内 容 の (3 ) の イ に 示 す 新 語 の 数 に 5 0 0 詔 程 度 ま で
.パ I J +. ･1 ' . ･∴ ‥ -i機 .. ∴ 一 一､:I.'L.1人こ ･'.､ ･･'. '､封 I'了 ､ 巨 ;∴ ∫
･ ｢ リ ー デ ィ ン グ ｣
｢語 は ､ 『 失 語 l 』 の 内 容 U ) (3 ) の イ に 示 す 新 語 の 数 に 9 0 ()語 ･F l号 隻 ま で
､ い : '1. F ､ ･.1 ' _ _: 二 ･畑 .,∴ :.t iJ ト.:'/ :-'‥ ･ '. ･i j工 . :盲' ∴ .二､
Iレl
｢~『･n:.言lil』の内容の (3)のイに示すf:rT詔の数.｣とは､LIT学校で学習 し
た.iL.li(i)()0詔)にhlOO語FlH隻の緋語を加えた数､すなわ+)I.;川0,iJifl鳩 U)
粧;,liとされているL,
詔)Jも､｢某.;lil｣ というfこl･LIU)緋.iL侶こ加竹されるもU)であるか ら､｢･yl:請
ト｣を｢捌 楚にす川 ま､｢某詔 t(LIO()語日 十 rT)-デ [ンゲ (～)()0詔上3と
な り∴ ~り-デ ヤング (90()詔)_3U)中に 月'i語 ll(i-10()詔十iも含まれるこ
とになる､ ということになろうO
しか しなが ら､こU)ような.掛りJは､'Li･態をきちんと反映 したものはなっ
ていないL,という0)も､そもそも高校U)J芋習指導要領において規定されて
いるのは､耕語U)｢1数 1U)みであり､(_lt)～)が (､IilJに10)隼告示版まであ･-.)
た)中辛校U)冊｣JiL_ia)ような､,ii†仰 'Jな'l'.詔そ0)もU)を叫挙した りス ト
がないか らであるし-､
したがって､｢某詔 1卜 と ｢り-デ [ンゲ｣で異なるさ目板汁の教科･告を
[申 Ijするような場 合､ぎ~リーデ ィング (i)OO語)｣のIFTに､｢某.訳l】 ti-(1()
詔)Jがすべて 含まオlることになるわけではない｡選定 される語壷は､ 肴
教fニト.lt･一会社U)それぞれU)教fミロi'緑青渠寸1I.当晋の);･k･'l'LIによるものであり､む し
! .∴ ･tl .:. 一 .･,i:∴■.. lL､~.: :.'､. い !(:/']･ _･,I.1!
a))封礎としている 鼎 Jf学 (i)OO語)』 + 紺lI詔 I L100語)』 二-1..'引)O.出
という公式も､IflJ芋校6社6点､I.:吊Ii'｢某詔 IiI(用 ･.:川点が発行されてい
,['.Hl､ .-:､､･､_∴ ll.･i一･,_一･.I.:'日､･･.I･工 l_.… い.:,II,I,･･il.一
遇する語東は､どの,L川販社のどの教科否を仲川するかによ-)て､ 大きく捉
なっているという0)がj二Ll状なU.)である､
このよ うにI,Lて くると､現行o)一高校の湖f]l!で′卜徒たちが′､;::lI月-る和語
は､ 文科省U)示す 用架.iL.lil(AIOO詔)』 † 『リ-デ 1,ング (0()0詔)』 -
1パラOO,i-lEを｣ではな く､｢『某詔 t(･l()0詔).!ト+ Lr】･.'jl･.;(.;LIZ(.=jOO.語)』 + FT)-
デ ィンゲ (00()誹)』 -I.(qO().紺 と兄f:liるべきものであることがはっきi)
としようL,
今回U_)LiI訂でノ長㌣汗畑 二増えたU)は中学校0):HIO語 分 (Poo語- 1.2()()
請)a)みであ り､高校U).課杵においては変わ らない (1.8()O詔)､ という
ことを改めて ここで指摘 しておきたいO 文科省の図′11-は､扱 うべき詔放牧
が増えた ことを､リ部崇とは異なった彬で強,調するものとなって しま-つてお
り､より誤解を招かない､わか りやすい形での捉示カミ求め ら41ようL,
ll.=j
5.F_;･Jl津 ii.L:.'_要領 .:i_お け る語 .I:･LyjT)取頂 し＼1',Di-i.1iL']"Fh
これまで､学習指導要領における語敬の取扱 川 こついてまとめてきたL,
耕J?I:習指導 要領0).i-[盲嚢数の1,Lil-示の什JjのL."J題については､;甘1節でfRll淘し
た通 りであるが､l巨芋､l高校では､いったいどのくらいU)数の詔壷を指導
したらよいのか､また､ どのような語敬をノ長際に指導すべきかが､常に 大
きな問題として存在しているように思われるL,伏木的には､指導要領を踏
まえて編渠されている､検定済教fl-.侶こ掲載されている詔壷を申･L､に指導
することになるわけであるが､指導要領ではおおまかな数のみが示されて
いるのみであるので､Jk'-門的にはどU).'t川板社のどU)教寧日 i;を使用するかに
よって､J口走たちが遭遇する詔敬が 大きく蝶なっている､ということは前
節においても指摘 した｡
少し前o)t軒先となるが､川 丈 (19t)7)では､l'll時の中学校検定済教科･.tl,I:
について､507詔U)∴払須詔Jl･tj.外の語については､教科吾により大きな
ばらつきがあること､また､ I)- ダビ †りテ Iの公式をJIJいて計算をする
と､l吊,Zで(吏川されている教科I里ま､LIJ'封如 )教科否とU)問に､英語U)付
語証 H･換算でこi学牛分U)ギャ､ソブがあることを指摘 しているL,さらに､そ
a)FJUこある 大学 入試では､特に国公 立大学の2次試験や､難関 といわれる
私 立大学U)I.7t,J題で､学習指導要領で規定されている性行をはるかに 卜I,I一る
詔壷を合む長 文が,'flJされていることも述べているL,この状況については､
現(I･'.もあまり変わるところはない､ と言ってよいだろう｡つまり'T:.徒たち
は､中学校 と高校の語藁の レベ ルの差だけでな く､高校 と大学 入試の レ
ベ 1LU)差も､I.-1らかの形で埋めていかなければな らない､ ということで
あるL,J､.押 'I指導要領に基づいて編渠された検定済教科否を勉強 しただけで
は､ 入試に合格できない場 合があるということについては､ 入試問題を作
成する大学教員の側にも 大きな 古什があり､ El急 な改 吾の検討が必 要であ
るL,やさしくすると情がlL.■'膵等,A:､(となって 合否を判定できない､ というので
あれば､某r;f汀人外のところで､ 吉相 JJやコ ミュニ ケーション能 JJ､知｢fIJJLiJ.
考JJを匝7るようにすればよいのではないかL,大学 入試センター試験で ･定
の得点以 (I_をlrlっていれば､それで (某語0)ようなⅨ言語の) 合椿の最lt
基準は満た している､と考えるU)も つ のjJ一法であろうLl
また､fJ-rJ芋習指導 要領においては､ぎ`運川度の高いものを川い､清川す
∫: J･.･‥ ､-:I.::;･:'∴ :､.I.ニー:,-.I上 ∴,i I､､..‥ ● ..
rコ ミュニ ケーション能 jJの養J甘｣という指導要領の最も).堅本的な1-l!/L>1,A
踏まえてのもU)と考えられるLl確かに､,=i-.T.-し言葉と膏き言葉の違いが少な
いIIlJl;I:レベルにおいてはこのようにすることも可能であろうが､Ll日的なl句
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容を持つ高度な某文を中心とした高校の教科i賢の場合は､どうしても内容
理解に重点を置かざるをえなくなり､粟際の清川まで持っていくことは容
易ではないO､l旬宅25年度以降のlL:,I;校の ｢コミュニケーション某語｣の招
業が実際にどのようなものになっていくU)かは､現投階でははっき(;)とし
たことは言えない状況にあるが､読んだi)､問いたりしたft封こ理解できれ
ばよい ｢理解語菓 (recognition ～-oeL,llulこIry)｣と､証したり､.lHlた
りするl時にも旭川できる ｢発表語菓 (i)r(_)〔lu(1i()n ,ヽ()e之11)ul;lry)｣をきち
んと分けて指導することが必要であろうL,BIL'S (1うi/lSiclnterp(､rson王.ll
(い!il:.l､ミl!L‥l∴i ､;､-1ト l..iL..I:､i3!:.･;J ･(＼ji､.(い,.卜日三､.･
＼(･.Its.:t･.i-)i･l.t!い .･:.{.i.I:..:l工･萱いさ .L･.'iJJ∴':I..l.Z.TllJ. :-1､ :l∴ ∴
大切な能 Jであi)､語吏指導のfl三りjjについても､どのようなコミュニ
ケーション能Jをつけさせるか､といった卜】標や､教えている′卜徒たちの
ニーズや'来態とあわせて考えていくことが求められようO
おわ りに
これまで､語敬の指導については､検定済教不帰芋の新Il'f詳享と人草受験に
tL_JT題されるit語が絶対U)ものとして/召tミし､教帥も′口走も､それらをいか
に多く党えるか､ということにエネルギーが注がれてきたように思われ
るCしかしながら､.iL.ti壷は本来､学習斤の将来の必要性や興味 ･問心に応
じて学ばれるべきもU)であり､現rl三のIff'､円安､I.:;等学校における指導は､
かなり歪んだものとなってしまっている部/JIがあることは否定できないO
学習指導要領が､これまで､教える語党について､あまり剛かな指定を
せず､大枠のみを示してきたのは､ある意l味では評価できるOというの
は､学習指導要領そのものが強い法的拘如Jを･lJtしておip.)､教科.号舶fL･や
現場での教育実践に大きな影響JJを持っているからであるO
しかしながら､LfIJ芋牛､高校′トが学ぶべき).t･本的な,iLli敬 (おもに発大詔
敬)については､fこし',･P (Englishfor(i,(,nerこ11Purpose)の糾点から､
1日(:､ ､-:･.!･盲 ･･･､‥L･･:.t' .･I i:! _∵､:,∫:･!∵仙･∴-
リストのようなもので示し､それ以外の語を大学人誹で出題するような場
合は必ず注をつける､あとは′卜徒の興l昧･閲JL､に応じて‖由に学べるよう
るのではないだろうかLl
語吏o)f旨導は､今後､入試に必要な ｢量｣的側I面だけでなく､ひとir.)ひ
とりの学習･芹の必要性を踏まえたコミュニケーション能JJの育成という
｢質｣的な観点からも､Ili検討される必要があると考えられようO
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